
朝
鮮
戦
争
後
最
大
級
の
国
難
と
も
言
わ
れ
る
一

九
九
七
／
九
八
年
経
済
危
機
。
町
に
は
失
業
者
が

あ
ふ
れ
、
国
民
は
自
分
た
ち
の
身
の
上
に
起
き
た

「
災
難
」
を
力
な
く
笑
っ
た
。
こ
の
後
韓
国
経
済

は
力
強
く
立
ち
直
っ
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
優
等
生
と
喧
伝

さ
れ
た
が
、
危
機
後
一
○
年
の
現
在
、
成
長
率
の

低
下
傾
向
は
鮮
明
と
な
り
、
危
機
経
験
の
風
化
も

始
ま
っ
て
い
る
。
韓
国
が
危
機
を
通
じ
て
何
を
得

て
、
ま
た
何
が
学
べ
な
か
っ
た
か
、
を
見
て
み
よ

う
。
ま
た
、
現
在
韓
国
内
に
台
頭
す
る
危
機
後
の

「
失
わ
れ
た
一
○
年
」
論
、
そ
し
て
危
機
再
来
へ

の
懸
念
に
つ
い
て
も
触
れ
て
み
よ
う
。

●
一
九
九
七
／
九
八
年
危
機
に
伴
う
強

い
痛
み

一
九
九
七
〜
九
八
年
に
か
け
て
韓
国
を
襲
っ
た

危
機
の
過
程
で
何
が
起
き
た
か
、
一
○
年
が
経
っ

た
今
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

危
機
は
不
良
企
業
の
破
綻
（
経
済
危
機
）
↓
金

融
機
関
へ
の
不
良
債
権
滞
留
（
金
融
危
機
）
↓
為

替
危
機
と
い
う
順
に
進
行
し
た
。
危
機
の
序
曲
は

一
九
九
七
年
一
月
の
中
堅
財
閥
韓
宝
の
破
綻
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
も
中
小
財
閥
の
崩
壊
が
続
き
、
真

露
、
起
亜
、
ヘ
テ
、
ニ
ュ
ー
コ
ア
な
ど
が
整
理
対

象
と
な
っ
た
が
、
相
次
ぐ
貸
出
先
の
破
綻
で
不
良

債
権
が
累
増
し
て
金
融
界
に
と
っ
て
大
き
な
負
担

と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
九
九
七
年
八
月
ご
ろ

ま
で
は
事
態
は
国
内
的
危
機
に
留
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
後
は
通
貨
ウ
ォ
ン
と
株
価
の

下
落
が
始
ま
り
、
一
一
月
に
は
こ
れ
ら
が
自
由
落

下
的
に
崩
落
し
た
。
こ
の
段
階
で
危
機
は
対
外
的

な
も
の
と
な
り
、
為
替
危
機
の
様
相
を
呈
す
る
に

至
っ
た
。
激
し
い
ウ
ォ
ン
売
り
で
外
貨
準
備
が
底

を
突
き
、
韓
国
は
や
む
な
く
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
緊
急
融
資

実
行
を
申
請
し
た
。
一
二
月
三
日
に
五
八
三
億
ド

ル
規
模
の
融
資
が
決
ま
っ
た
が
、
外
貨
の
流
出
は

続
い
た
。
一
二
月
一
八
日
に
は
韓
銀
の
可
用
外
貨

準
備
は
三
九
・
四
億
ド
ル
（
同
月
輸
入
の
一
二
日

分
）
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

そ
の
後
一
二
月
二
四
日
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
主
要
先
進

国
が
一
○
○
億
ド
ル
の
追
加
支
援
を
決
定
し
、
韓

国
に
対
す
る
短
期
対
外
債
務
の
「
取
り
付
け
騒

ぎ
」
は
沈
静
化
し
た
。
翌
一
九
九
八
年
一
月
二
九

日
に
は
短
期
債
務
の
長
期
転
換
に
成
功
し
、
韓
国

は
為
替
危
機
か
ら
ひ
と
ま
ず
救
わ
れ
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
と
引
き
換
え
に
韓
国
は
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
履
行
を
迫
ら
れ
た
。
そ
の
主
な

内
容
は
、
第
一
が
外
貨
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
好
転
と
そ

の
定
着
を
狙
っ
た
厳
し
い
マ
ク
ロ
経
済
調
整
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
為
替
危
機
の
再
発
防
止
の
意
味
を

持
っ
て
い
た
。
第
二
が
金
融
お
よ
び
経
済
危
機
に

対
応
す
る
金
融
、
企
業
、
労
働
部
門
の
改
革
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
期
の
経
済
運
営
に
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
介

入
す
る
形
と
な
り
、
の
ち
に
韓
国
の
政
策
決
定
権

が
制
約
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
」
と
し
て
回
顧
さ

れ
た
。
金
融
引
き
締
め
を
柱
と
す
る
マ
ク
ロ
経
済

調
整
に
よ
っ
て
企
業
の
資
金
繰
り
は
極
度
に
悪
化

し
た
。
一
九
九
八
年
六
月
に
は
金
融
構
造
改
革
が

始
ま
り
、
金
融
機
関
に
対
す
る
実
査
が
行
わ
れ
た
。

資
産
内
容
が
不
良
な
金
融
機
関
は
統
廃
合
さ
れ
、

リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
人
員
は
一
万
八
○
○
○
人
に
及

ん
だ
。
こ
の
ほ
か
企
業
部
門
で
は
業
績
が
不
振
で

財
務
内
容
が
良
く
な
い
企
業
の
退
出
や
負
債
比
率

削
減
が
目
指
さ
れ
、
労
働
部
門
で
は
労
働
力
の
流

動
化
を
目
指
す
整
理
解
雇
導
入
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
企
業
活
動
は
沈
滞
す
る
一
方
、
雇

用
が
極
度
に
悪
化
し
て
国
民
は
大
き
な
苦
痛
を
強

い
ら
れ
た
。
一
九
九
八
年
末
の
失
業
者
数
は
一
七

○
万
人
（
前
年
対
比
約
二
・
五
倍
）、
失
業
率
は

八
％
に
達
し
た
。
消
費
や
投
資
な
ど
内
需
が
極
度

の
落
ち
込
み
を
見
せ
、
同
年
の
民
間
消
費
は
前
年

比
一
三
・
四
％
減
少
、
設
備
投
資
に
い
た
っ
て
は

韓
国
│
失
わ
れ
た
方
向
感
と
危
機
再
来
へ
の
懸
念

特集／アジア通貨危機から 10年
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四
二
・
三
％
減
少
し
た
。
こ
の
た
め
、
一
九
九
八

年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前
年
に
比
べ
て
六
・
九
％
縮
小
し

た
。
経
済
の
収
縮
と
為
替
レ
ー
ト
下
落
が
重
な
っ

て
、
危
機
前
に
は
一
時
一
万
ド
ル
を
超
え
て
い
た

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ
は
、
前
年
よ
り
約
四
○
○
○

ド
ル
少
な
い
七
三
五
五
ド
ル
に
縮
小
し
た
。

●
危
機
の
原
因

一
九
九
七
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
韓
国
を
襲

っ
た
危
機
の
最
大
の
原
因
は
、
利
潤
よ
り
も
市
場

シ
ェ
ア
な
ど
外
形
的
な
業
容
拡
大
を
追
求
す
る
企

追
求
す
る
企

す
る
企

業
の
体
質
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
背
景
に
は
、

外
形
が
大
き
い
企
業
は
経
営
不
振
に
陥
っ
て
も
政

府
が
救
済
す
る
と
い
う
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
的
期

待
（「
大
馬
不
死
」）
が
企
業
の
間
に
蔓
延
し
て
い

（「
大
馬
不
死
」）
が
企
業
の
間
に
蔓
延
し
て
い

が
企
業
の
間
に
蔓
延
し
て
い

た
こ
と
が
あ
る
。
企
業
の
膨
張
的
体
質
は
財
閥
内

の
相
互
債
務
保
証
と
と
も
に
経
済
危
機
の
主
要
因

で
あ
っ
た
。

危
機
前
の
投
資
は
、
自
身
の
主
力
と
は
関
連
の

薄
い
産
業
に
対
す
る
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ

に
対
す
る
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ

が
多
い
の
が
特
徴
で
あ

る
。「
事
業
多
角
化
」と
い
え
ば
聞
こ
え
は
良
い
が
、

こ
う
し
た
投
資
は
概
し
て
非
効
率
で
、
後
に
行
き

詰
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
主
力
の
鉄
鋼
以
外

に
製
薬
・
金
融
・
建
設
な
ど
に
手
を
広
げ
た
韓
宝

の
崩
壊
は
そ
の
典
型
と
言
え
、
借
金
中
心
の
多
角

化
経
営
を
柱
と
し
て
き
た
韓
国
企
業
の
経
営
モ
デ

ル
、
さ
ら
に
言
え
ば
韓
国
経
済
の
開
発
モ
デ
ル
の

終
焉
を
も
意
味
し
た
。

危
機
を
も
た
ら
し
た
も
う
一
つ
の
原
因
は
盧
泰

愚
（
一
九
八
八
〜
九
三
年
）、
金
泳
三
（
一
九
九

三
〜
九
八
年
）
政
権
下
に
お
け
る
「
統
制
な
き
自

由
化
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
金
融
部
門
に
対
す
る
公

的
介
入
（
官
治
金
融
）
と
と
も
に
金
融
危
機
の
要

因
と
な
っ
た
。
資
本
自
由
化
に
よ
っ
て
海
外
か
ら

の
短
期
借
入
の
契
約
更
新
に
よ
る
長
期
資
金
の
調

達
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
契
約
更
新
拒
絶
の
影
響

契
約
更
新
拒
絶
の
影
響

更
新
拒
絶
の
影
響

は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
国
内
金

融
の
自
由
化
も
あ
だ
と
な
っ
た
。
企
業
の
無
分
別

な
借
入
へ
の
抑
止
力
と
な
っ
て
き
た
メ
イ
ン
バ
ン

ク
制
が
一
九
九
○
年
代
初
め
に
は
事
実
上
機
能
し

な
く
な
り
、
金
融
機
関
が
企
業
の
借
入
実
態
を
つ

か
め
な
く
な
っ
た
。
仮
に
企
業
が
無
分
別
な
資
金

利
用
に
走
ろ
う
と
も
、
経
営
不
良
に
対
す
る
厳
し

い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
企
業
の
暴

、
あ
る
程
度
企
業
の
暴

あ
る
程
度
企
業
の
暴

走
は
防
げ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、「
大
馬
不

死
」
神
話
の
も
と
、
企
業
の
自
己
規
制
は
望
む
べ

く
も
な
か
っ
た
。

●
危
機
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
も
の

韓
国
人
は
先
の
危
機
に
伴
う
強
い
痛
み
を
今
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
こ
の
痛
み
自
体
は
到
底
歓

迎
さ
れ
は
し
な
い
が
、
危
機
に
よ
っ
て
必
要
な
改

革
が
実
行
で
き
た
と
い
う
意
味
で
危
機
を
「
災
難

の
衣
を
ま
と
っ
て
訪
れ
た
祝
福
」（
金
錫
東
財
政

経
済
部
次
官
）
と
表
現
す
る
人
ま
で
い
る
。
危
機

自
体
を
僥
倖
と
見
る
見
方
に
は
議
論
の
余
地
が
あ

ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
間
の
改
革
は
危
機
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
成
果
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

韓
国
が
危
機
後
に
成
し
遂
げ
た
諸
改
革
の
う
ち
、

諸
外
国
に
深
い
印
象
を
残
し
た
の
は
金
融
構
造
改

革
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
国
際
的
健
全
性
基
準
（
Ｂ

Ｉ
Ｓ
規
制
）
に
基
づ
く
果
敢
な
不
良
金
融
機
関
の

退
出
と
一
六
八
兆
ウ
ォ
ン
余
（
二
○
○
七
年
四
月

末
現
在
）
に
上
る
巨
費
を
投
じ
た
金
融
機
関
の
健

全
性
回
復
に
象
徴
さ
れ
る
。
政
府
は
二
○
○
一
年

政
府
は
二
○
○
一
年

二
○
○
一
年

ま
で
に
一
○
○
兆
ウ
ォ
ン
（
同
年
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
六

分
の
一
）
余
を
二
回
に
分
け
て
投
入
し
て
市
場
関

係
者
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
金
融
機
関
の

不
良
債
権
を
大
き
く
減
ら
し
た
。
二
○
○
○
年
三

月
に
一
二
・
○
○
％
に
達
し
た
不
良
債
権
比
率
は

二
○
○
七
年
三
月
に
は
○
・
八
五
％
に
低
下
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
以
前
は
粗
忽
だ
っ
た
貸
出
審
査
や
事

後
管
理
体
制
に
つ
い
て
も
充
実
が
図
ら
れ
た
。

企
業
部
門
で
は
、
不
良
金
融
機
関
の
退
出
と
と

も
に
断
行
さ
れ
た
財
閥
系
不
良
企
業
の
退
出
と
財

務
構
造
改
善
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

財
閥
系
不
良
企
業
の
退
出
は
財
閥
の
無
分
別
な

拡
張
へ
の
警
告
で
あ
っ
た
し
、
財
務
構
造
改
善
は

企
業
の
負
債
比
率
を
二
○
○
％
以
下
に
低
め
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
借
金
経
営
か
ら
の
決
別
を
誘
導

し
た
。
一
九
九
七
年
に
四
二
五
％
で
あ
っ
た
負
債

比
率
は
二
○
○
五
年
に
は
一
一
一
％
に
ま
で
低
ま

っ
た
（
全
産
業
ベ
ー
ス
、
韓
国
銀
行
「
企
業
経
営

分
析
」）。
そ
し
て
取
締
役
の
権
限
・
義
務
の
明
確

化
や
社
外
取
締
役
制
の
導
入
、
少
数
株
主
権
の
拡

充
な
ど
、
企
業
経
営
陣
の
行
き
過
ぎ
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
企
業
統
治
の
改
善
も
成
果
の
一
つ
と
言
え
る
。

危
機
後
の
外
国
人
株
主
増
加
に
よ
る
利
益
重
視
の

傾
向
も
あ
い
ま
っ
て
、
最
近
の
企
業
経
営
で
は
効

率
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
利
潤
追

求
の
重
視
、
借
金
経
営
か
ら
の
決
別
、
無
分
別
な

投
資
の
抑
制
、
不
必
要
な
資
産
・
人
材
の
整
理
な

ど
の
形
で
経
営
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
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七
年
か
ら
二
○
○
五
年
の
間
に
借
入
金
依
存
度
は

五
○
％
か
ら
二
四
％
へ
低
下
、
売
上
額
経
常
利
益

率
は
マ
イ
ナ
ス
○
・
二
％
か
ら
六
・
二
％
へ
と
大

き
く
高
ま
っ
た
。

こ
れ
ら
改
革
の
他
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
外

貨
準
備
で
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
韓
国
が
再
び
為
替

危
機
に
陥
ら
な
い
よ
う
外
貨
準
備
を
十
分
に
蓄
え

る
よ
う
誘
導
し
た
。
二
○
○
七
年
六
月
末
現
在
の

外
貨
準
備
額
は
二
五
○
七
億
ド
ル
に
達
し
た
。

●
危
機
で
失
わ
れ
た
も
の

経
済
危
機
は
韓
国
に
恩
恵
の

み
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
危
機
を
通
じ
て
失
わ
れ
、

い
ま
だ
に
回
復
さ
れ
な
い
事
柄

や
一
度
得
た
も
の
を
再
び
見
失

う
と
い
う
こ
と
も
多
い
。

そ
の
第
一
が
、
所
得
の
二
極

化
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
喪
失
な

ど
、
企
業
業
績
回
復
の
影
の
面

だ
。企

業
業
績
の
回
復
は
徹
底
し

た
効
率
化
の
賜
物
と
言
え
る
が
、

雇
用
に
も
容
赦
な
い
大
鉈
が
振

る
わ
れ
た
。
労
働
分
配
率
は
危

機
前
の
一
九
九
六
年
に
は
六
三

・
四
％
に
達
し
た
が
、
危
機
後

の
二
○
○
二
年
に
は
五
八
・
二

％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
最
近
に

な
っ
て
労
働
分
配
率
は
回
復
傾

向
を
見
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
二
○
○
六
年
の
数
値
は
六
一
・
四
％
で
、
危
機

前
の
水
準
を
回
復
し
て
い
な
い
。

勤
労
者
間
の
格
差
は
広
が
っ
た
ま
ま
だ
。
五
分

位
階
層
別
所
得
格
差
を
見
る
と
、
一
九
九
七
年
に

は
四
・
五
倍
だ
っ
た
が
一
九
九
八
年
に
五
・
四
倍

に
拡
大
、
二
○
○
六
年
に
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

企
業
が
利
益
を
重
視
す
る
あ
ま
り
リ
ス
ク
過
敏

と
な
っ
て
い
る
傾
向
も
否
め
な
い
。
製
造
業
大
企

業
の
二
○
○
○
年
に
お
け
る
流
動
比
率
は
七
一
％

に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
○
○
五
年
に
は
一
二
一

％
に
達
し
た
。
流
動
負
債
償
還
へ
の
備
え
が
万
全

と
な
っ
た
と
言
え
る
が
、
利
益
を
再
投
資
せ
ず
流

動
資
産
の
形
で
眠
ら
せ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

第
二
に
、
危
機
に
立
ち
向
か
う
一
体
感
や
気
構

え
で
あ
る
と
か
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
っ
た
気

持
ち
の
持
ち
方
を
挙
げ
ら
れ
る
。

危
機
当
初
、
難
局
に
立
ち
向
か
う
国
民
の
一
体

感
に
韓
国
は
包
ま
れ
て
い
た
。
二
二
億
ド
ル
を
集

め
た
「
金
（
キ
ン
）
集
め
運
動
」
や
、
そ
れ
ま
で

不
可
能
と
思
わ
れ
て
き
た
整
理
解
雇
導
入
を
実
現

さ
せ
た
政
労
使
合
意
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
Ｉ

Ｍ
Ｆ
と
協
調
し
な
が
ら
危
機
に
陥
っ
た
国
家
経
済

を
陣
頭
指
揮
し
た
金
大
中
大
統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
も
ま
た
後
に
賞
賛
の
対
象
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
蜜
月
は
半
年
程
度
し
か
続
か
な

か
っ
た
。
韓
国
経
済
が
危
機
か
ら
立
ち
直
る
と
と

も
に
一
体
感
は
薄
れ
、
金
大
中
政
権
へ
の
求
心
力

も
低
下
し
て
い
っ
た
。
労
使
紛
争
も
激
烈
化
し
た
。

ま
た
、
あ
ま
り
に
早
す
ぎ
た
危
機
脱
出
宣
言
も

国
民
を
慢
心
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
九
九

年
一
一
月
、
金
大
中
大
統
領
は
早
く
も
為
替
危
機

を
脱
し
た
と
宣
言
し
た
。
当
時
は
ま
だ
金
融
・
企

業
構
造
改
革
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
も
し
か
す
る

と
こ
の
時
が
内
実
あ
る
改
革
へ
の
歩
み
が
止
ま
っ

た
時
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

●
危
機
後
の
成
長
鈍
化
─
「
失
わ
れ
た

一
○
年
」
説
、
そ
し
て
危
機
再
来

説近
頃
、
韓
国
で
は
危
機
後
の
「
Ｖ
字
回
復
」
期

の
成
功
体
験
は
次
第
に
そ
の
輝
き
を
失
い
始
め
て

お
り
、
代
わ
っ
て
危
機
後
の
一
○
年
を
「
失
わ
れ

た
一
○
年
」
と
捉
え
る
向
き
が
増
え
て
い
る
。

韓
国
経
済
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
脱
却
の
道
筋
が
見
え

て
き
た
翌
一
九
九
九
年
か
ら
は
急
速
な
回
復
を
遂

げ
た
。
同
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
九
・
五
％
に
達

し
た
。
図
１
の
上
に
深
く
く
っ
き
り
と
描
か
れ
て

い
る
Ｖ
字
の
成
長
率
推
移
が
危
機
後
の
急
成
長
、

Ｖ
字
回
復
で
あ
る
。

し
か
し
、
Ｖ
字
回
復
一
服
の
後
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
信
用
の
収
縮
に
端
を
発
し
二
○
○
三
年

か
ら
約
二
年
間
続
い
た
内
需
不
振
な
ど
の
た
め
に

経
済
成
長
率
は
三
〜
四
％
台
を
上
下
し
た
。
図
１

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
Ｖ
字
回
復
以
後
の
韓
国
経

済
は
成
長
率
鈍
化
の
傾
向
を
次
第
に
強
め
て
い
る
。

こ
の
成
長
鈍
化
の
傾
向
を
ど
う
見
る
か
を
巡
り

議
論
が
か
ま
び
す
し
い
。
成
長
鈍
化
は
経
済
成
熟

化
に
伴
う
現
象
で
、
懸
念
に
は
及
ば
な
い
と
い
う

長
期
的
視
野
の
持
ち
主
（
朴
昇
元
韓
銀
総
裁
）
も

い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
少
数
派
で
、
多
く

の
論
者
は
成
長
鈍
化
を
問
題
視
し
て
い
る
。

成
長
鈍
化
を
問
題
視
す
る
論
者
に
は
二
つ
の
タ
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図 1　鈍化傾向を強める危機後韓国の経済成長率

（出所）韓国銀行統計検索システム。
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イ
プ
が
あ
る
。
一
つ
は
危
機
後
に
一
部
の
人
々
が

強
い
ら
れ
て
き
た
痛
み
を
問
題
視
す
る
向
き
で
あ

る
。
こ
れ
は
社
会
学
者
や
所
得
分
配
の
公
平
性
を

重
視
す
る
左
派
系
経
済
学
者
の
ほ
か
マ
ス
コ
ミ
の

論
調
に
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
企
業
が
労
賃
抑
制

を
継
続
す
る
中
で
所
得
改
善
を
実
感
で
き
な
い
中

堅
以
下
の
勤
労
者
や
失
業
者
、
低
所
得
者
を
中
心

に
「
危
機
後
一
○
年
は
何
だ
っ
た
の
か
」
と
の
無

力
感
が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
を
捉
え
た
も
の
で
あ

る
。も

う
一
つ
の
タ
イ
プ
は
危
機
後
の
投
資
抑
制
に

よ
っ
て
潜
在
成
長
力
が
低
下
し
、
将
来
に
お
け
る

競
争
力
弱
化
を
懸
念
す
る
（
金
仲
秀
元
Ｋ
Ｄ
Ｉ
院

長
な
ど
）。
最
近
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
す
「
韓
国

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
論
」
や
新
成
長
動
力
不
在
論
も
そ

の
発
想
は
同
じ
で
あ
る
。

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
論
は
韓
国
が
日
中
の
挟
み
撃
ち

に
遭
う
と
説
く
。
日
本
経
済
が
順
調
に
回
復
し
て

対
日
技
術
劣
位
の
挽
回
が
思
う
に
任
せ
な
い
一
方

で
、
対
中
技
術
優
位
は
現
地
企
業
の
台
頭
な
ど
で

縮
小
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
新
成

長
動
力
不
在
論
は
、
危
機
後
の
半
導
体
、
自
動
車
、

鉄
鋼
、
造
船
な
ど
の
隆
盛
は
危
機
前
の
「
過
剰
投

資
」
活
用
の
結
果
で
あ
り
、
危
機
後
の
投
資
手
控

え
で
こ
れ
ら
産
業
に
次
ぐ
成
長
動
力
が
形
成
さ
れ

て
い
な
い
と
見
る
。

●
危
機
再
来
へ
の
懸
念

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
一
○
年
を
迎
え
、
危
機
再

発
を
警
戒
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例

が
七
月
三
日
付
の
『
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ

ャ
ー
ナ
ル
』
が
掲
載
し
た
「
ア
ジ
ア
の
危
機
は
再

燃
か
」
と
の
記
事
で
あ
る
。
巨
額
の
規
律
な
き
流

動
性
が
ア
ジ
ア
で
の
資
本
の
流
動
性
を
高
め
、
同

地
域
を
リ
ス
ク
に
直
面
さ
せ
て
い
る
と
の
指
摘
で

あ
る
。

折
し
も
韓
国
で
は
「
家
計
発
の
危
機
」
が
さ
さ

や
か
れ
て
い
る
。
企
業
負
債
が
縮
小
し
、
外
貨
準

備
が
対
外
債
務
総
額
に
比
肩
す
る
ま
で
に
分
厚
く

な
っ
た
現
在
、
以
前
の
よ
う
な
企
業
発
の
激
発
型

危
機
が
起
こ
る
可
能
性
は
薄
れ
た
。
し
か
し
、
現

在
懸
念
さ
れ
る
の
は
資
産
バ
ブ
ル
崩
壊
に
続
く
長

期
不
況
型
の
危
機
で
あ
る
。
危
機
後
の
企
業
の
借

入
抑
制
で
行
き
場
を
失
っ
た
資
金
が
家
計
に
流
入

し
、
そ
の
一
部
は
投
機
に
用
い
ら
れ
て
い
る
模
様

で
あ
る
。
家
計
向
け
資
金
が
焦
げ
付
き
、
金
融
界

に
新
た
な
危
機
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
。
こ

れ
が
「
家
計
発
危
機
」
へ
の
懸
念
で
あ
る
。

ソ
ウ
ル
江
南
な
ど
一
部
地
域
で
の
不
動
産
投
機

や
企
業
業
績
を
反
映
し
な
い
株
価
高
騰
に
加
え
て
、

低
金
利
と
過
剰
流
動
性
、
ウ
ォ
ン
の
高
値
昂
進
な

ど
、
バ
ブ
ル
崩
壊
前
の
日
本
を
髣
髴
と
さ
せ
る
状

況
が
現
れ
て
い
る
。
前
に
紹
介
し
た
潜
在
成
長
力

低
下
の
懸
念
も
台
頭
し
て
い
る
し
、
一
九
九
七
／

九
八
年
危
機
の
際
に
は
韓
国
へ
の
信
用
回
復
に
大

き
な
助
け
と
な
っ
た
健
全
な
国
家
財
政
も
、
福
祉

支
出
や
大
統
領
選
挙
が
ら
み
の
大
型
公
約
な
ど
の

た
め
に
悪
化
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

●
今
後
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

各
種
の
危
機
説
が
さ
さ
や
か
れ
る
な
ど
、
韓
国

経
済
の
将
来
に
関
す
る
茫
漠
と
し
た
不
安
感
が
広

が
っ
て
い
る
。
危
機
後
一
○
年
の
歩
み
に
つ
い
て

の
確
信
が
揺
ら
ぎ
始
め
、
方
向
感
を
つ
か
み
か
ね

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
今
思
え
ば
、
危
機
終
結

宣
言
が
出
た
頃
か
ら
韓
国
経
済
は
目
標
を
見
失
い
、

漂
流
し
始
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

韓
国
経
済
が
目
標
を
失
っ
た
後
に
漂
流
を
始
め

た
前
例
は
す
で
に
あ
る
。
一
九
八
○
年
代
後
半
の

「
三
低
」（
ウ
ォ
ン
安
、
原
油
安
、
国
際
金
利
安
）

の
僥
倖
に
よ
っ
て
一
九
八
○
年
の
大
不
況
後
に
営

々
と
行
わ
れ
て
き
た
構
造
改
革
は
う
や
む
や
に
終

わ
っ
た
。
三
低
後
の
漂
流
の
結
末
が
先
の
危
機
で

あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

過
去
の
苦
い
経
験
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の

韓
国
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
競
争
力
の

現
座
標
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
る
こ
と
、
第
二
に

は
そ
の
競
争
力
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
無
理

の
な
い
速
度
で
前
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
失
わ
れ

た
も
の
を
嘆
き
悲
し
ん
で
い
て
は
前
進
は
な
く
、

か
と
い
っ
て
無
理
な
前
進
は
新
た
な
問
題
を
生
む

こ
と
に
な
る
。
第
三
に
は
、
平
時
の
経
済
運
営
の

重
視
で
あ
る
。
こ
れ
は
韓
国
の
不
得
意
分
野
と
言

え
る
が
、
危
機
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
必
要
だ
し
、

成
熟
し
た
経
済
に
お
い
て
は
平
時
に
お
い
て
経
済

を
そ
つ
な
く
運
営
す
る
こ
と
が
そ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

折
し
も
韓
国
は
年
末
に
大
統
領
選
を
控
え
て
い

る
。
国
民
は
新
大
統
領
に
何
を
負
託
す
る
か
、
注

目
し
て
い
き
た
い
。

（ 

お
く
だ　

さ
と
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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